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○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

としょかんカレンダー

●小説　ランニング・ワイルド（堂場瞬一／著） 国士（楡周平／著）
　むーさんの自転車（ねじめ正一／著） いくさの底（古処誠二／著）
　さらさら流る（柚木麻子／著） ヒストリア（池上永一／著）
　院長選挙（久坂部羊／著） 移植医たち（谷村志穂／著） 
　つぼみ（宮下奈都／著）　おじいさんに聞いた話（トーン・テレヘン／著）

●随筆・詩などの文学　花びら供養（石牟礼道子／著）. 言葉の羅針盤（若松英輔／著）
　告白（三島由紀夫／著、TBSヴィンテージクラシックス／編）
　すごいトシヨリＢＯＯＫ（池内紀／著） 枯れてたまるか！（嵐山光三郎／著）
　こうやって、考える。（外山滋比古／著）

●その他の本　時代とフザケた男（小松政夫／著）
　神童は大人になってどうなったのか（小林哲夫／著）
　ニッポンの地方野菜（内田悟／著） 世界単位日本（高谷好一／著）
　警視庁生きものがかり（福原秀一郎／著）
　60歳からの幸せ臨終学（志賀貢／著）
　まるごとお灸百科（岡田明三／企画・編集・著）
　わたしのいつものごはん（栗原はるみ／著）
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筑
前
竹
槍
一
揆
と
小
野
隆
助

　

筑
前
竹た

け

槍や
り

一い
っ

揆き

は
明
治
６
（
１
８
７
３
）

年
６
月
16
日
か
ら
発
生
し
た
大
規
模
な
一
揆

で
、
福
岡
県
全
域
（
明
治
６
年
当
時
は
筑
前

国
の
領
域
に
重
な
る
）
に
及
び
ま
し
た
。
一

揆
の
起
こ
っ
た
原
因
は
、
明
治
政
府
が
近
代

化
政
策
を
短
期
間
に
次
々
と
実
施
し
た
こ
と

に
よ
り
、
民
衆
の
間
に
不
安
と
不
満
が
広

が
っ
た
こ
と
が
一
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
決

起
し
た
一
揆
勢
は
、
商
家
や
近
代
化
の
象
徴

で
あ
る
学
校
、
役
所
、
電
信
、
ガ
ス
灯
、
洋

館
、
官
舎
な
ど
を
各
地
で
破
壊
し
、

官
吏
を
襲
撃
し
て
死
傷
者
を
出
し
ま

し
た
。
そ
し
て
福
岡
県
庁
（
旧
福
岡

城
三
の
丸
）
は
襲
撃
さ
れ
、
つ
い
に

は
熊
本
鎮ち

ん
だ
い台

（
全
国
で
６
カ
所
に
置

か
れ
た
陸
軍
の
軍
事
機
構
）
の
派
兵

と
い
う
大
騒
動
に
ま
で
発
展
し
ま
す
。

　

こ
の
竹
槍
一
揆
の
鎮ち

ん

撫ぶ

側
と
し
て

奔
走
し
た
１
人
が
、
太
宰
府
出
身
の

小お

の野
（
三み

き木
）
隆り

ゅ
う
す
け助

で
す
。
小
野
は

太
宰
府
天
満
宮
の
社し

ゃ
 
け家

の
生
ま
れ
で
、

明
治
元
年
の
戊
辰
戦
争
に
参
加
し
、
同
７

年
の
佐
賀
の
乱
、
同
10
年
の
西
南
戦
争
は

政
府
軍
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　

小
野
の
筑
前
竹
槍
一
揆
に
お
け
る
動
向
が

明
治
30
年
「
福
岡
日に

ち
に
ち日

新
聞
」
に
連
載
さ
れ

た
「
竹
槍
日
記
」
と
い
う
史
料
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

小
野
は
当
時
、
太
宰
府
神
社
（
現
太
宰
府

天
満
宮
）
の
禰ね

ぎ宜
で
し
た
が
、
旧
藩
士
隊
の

大
隊
長
で
あ
っ
た
か
ら
か
、
戸こ

長ち
ょ
う

ら
か
ら
御

笠
郡
に
お
け
る
不
穏
な
動
き
に
つ
い
て
知
ら

せ
を
受
け
ま
す
。
小
野
は
福
岡
の
元
同
僚
の

矢や

野の

尋じ
ん
ろ
く
ろ
う

六
郎
と
相
談
し
、
県
庁
に
向
か
い
ま

す
。
県
は
旧
藩
軍
事
総
督
で
あ
る
中な

か

村む
ら

用よ
う
ろ
く六

を
鎮
撫
総
督
に
任
命
し
、
本
部
を
日
蓮
宗

寺
院
勝し

ょ
う
り
ゅ
う
じ

立
寺
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）
に
設

置
し
ま
し
た
。
各
地
に
集
合
す
る
士
族
隊
は

20
余
の
小
隊
（
1
個
小
隊
50
～
１
０
０
人
）

に
編
成
さ
れ
、
小
野
・
矢
野
ら
は
大
隊
副
官

と
し
て
作
戦
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
野
と
矢
野
は
一
隊
を
連
れ
、

御
笠
郡
米こ

め

の
山や

ま

峠と
う
げ

を
越
え
て
穂
波

郡
内う

ち
の
し
ゅ
く

野
宿
に
向
か
い
ま
す
。
鎮
撫

後
、
県
庁
に
向
か
う
一
揆
勢
の
急

報
を
受
け
て
鎮
撫
総
督
本
部
に
戻

り
、一
度
は
こ
れ
を
防
ぎ
ま
す
が
、

の
ち
に
、
県
庁
は
襲
撃
に
遭
い
ま

す
。
こ
の
責
任
を
取
り
中
村
が
自じ

刃じ
ん

す
る
な
ど
の
混
乱
下
に
、
小
野

ら
は
仮
県
庁
を
福
岡
城
本
丸
に
設

置
し
て
防
備
を
固
め
ま
す
。以
降
、

一
揆
は
沈
静
化
に
向
か
い
ま
す
が
、
約
６
万

４
千
人
が
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
傷
跡

を
残
し
ま
し
た
。

　

小
野
は
そ
の
後
、
明
治
23
年
の
第
１
回
衆

議
院
議
員
総
選
挙
で
福
岡
県
第
２
区
か
ら
当

選
し
、
同
31
年
に
は
第
７
代
香
川
県
知
事
を

拝
命
し
、
政
治
家
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
太

宰
府
天
満
宮
の
境
内
に
、
今
も
小
野
の
偉
業

を
記
す
石
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
ま
す
。

太
宰
府
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１
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年
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集


